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写
真
で
見
る
横
浜
の
戦
後

焼
け
跡
か
ら
の
出
発

横
浜
の
戦
後
は
、
焼
け
跡
か
ら
の
出
発
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
連
合
国
軍
に
よ

る
占
領
と
接
収
が
重
な
る
。
市
民
の
暮
ら
し

が
再
建
さ
れ
る
前
に
、
中
心
部
は
米
軍
の
街

と
化
し
、
ア
メ
リ
カ
文
化
が
一
気
に
横
浜
に

流
入
し
て
く
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
、
横
浜

ら
し
さ
や
独
特
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
が
失
わ

れ
た
と
嘆
く
人
も
多
か
っ
た
（
拙
稿
「
占
領

軍
の
い
た
街
」『
市
史
通
信
』
第
一
四
号
、

二
〇
一
二
年
七
月
三
一
日
参
照
）。

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
、
占
領
が
終

わ
っ
て
、
中
心
市
街
地
の
米
軍
施
設
の
多
く

が
返
還
さ
れ
て
も
、
瑞
穂
埠
頭
や
新
港
埠
頭

は
接
収
さ
れ
た
ま
ま
で
、
山
下
公
園
・
本
牧

・
根
岸
に
あ
っ
た
米
軍
家
族
住
宅
の
全
面
返

還
も
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
一
部
の
米

軍
施
設
が
残
り
続
け
る
な
か
、
一
方
で
市
民

の
暮
ら
し
と
街
並
は
徐
々
に
復
興
を
遂
げ
て

い
く
。
こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
文
化
と
相
ま

っ
て
、
現
在
の
横
浜
に
つ
な
が
る
戦
後
横
浜

な
ら
で
は
の
景
観
や
風
情
が
育
ま
れ
て
い
っ

た
。今

回
は
、
写
真
に
記
録
さ
れ
て
い
る
戦
後

横
浜
の
姿
を
見
て
み
た
い
。
写
真
に
写
し
込

ま
れ
た
戦
後
の
横
浜
と
い
え
ば
、
焼
け
跡
と

米
兵
が
闊
歩
す
る
街
並
が
そ
の
象
徴
で
あ
っ

た
。
実
際
、
米
軍
が
撮
影
し
た
写
真
の
多
く

は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
写
真
だ
っ
た
。

一
方
、
当
横
浜
市
史
資
料
室
で
二
〇
一
二

年
に
開
催
し
た
、
写
真
パ
ネ
ル
展
示
会
「
占

領
軍
の
い
た
街
│
戦
後
横
浜
の
出
発
」
で
は
、

日
本
人
が
撮
影
し
た
写
真
を
で
き
る
だ
け
展

示
す
る
よ
う
心
が
け
た
（
報
告
書
『
占
領
軍

の
い
た
街
─
戦
後
横
浜
の
出
発
』（
横
浜
市

史
資
料
室
、
二
〇
一
四
年
参
照
）。
そ
こ
に
は
、

日
本
人
の
目
に
写
っ
た
街
並
の
変
化
と
市
民

の
暮
ら
し
が
あ
っ
た
。
今
回
は
、
新
た
に
提

供
さ
れ
た
写
真
を
含
め
、
米
軍
カ
メ
ラ
マ
ン

と
日
本
人
が
、
一
九
五
五
年
以
前
に
撮
影
し

た
写
真
か
ら
、
未
紹
介
の
も
の
を
選
ん
で
紹

介
す
る
。

上
の
写
真
１
は
、
今
年
寄
贈
さ
れ
た
荘
司

幸
一
氏
撮
影
写
真
の
一
枚
で
あ
る
。
一
九
五

三
年
六
月
二
日
、
み
な
と
祭
の
第
一
回
国
際

仮
装
行
列
の
当
日
、
南
吉
田
橋
か
ら
伊
勢
佐

木
町
七
丁
目
付
近
を
撮
影
し
て
い
る
。
一
連

の
写
真
に
は
仮
装
行
列
の
写
真
も
あ
り
、
こ

れ
は
行
列
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、
名
残
を
惜
し

ん
で
い
る
人
々
で
あ
ろ
う
か
。
伊
勢
佐
木
町

七
丁
目
界
隈
や
南
吉
田
橋
の
写
真
は
、
比
較

的
珍
し
い
。
行
事
の
行
わ
れ
た
日
と
は
い
え
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
様
子
や
、
人
々

の
服
装
が
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
市
民
の
暮
ら
し
が
よ
う
や
く
落
ち
着

き
、
復
興
が
本
格
化
し
始
め
よ
う
と
し
て
い

る
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
。

開
港
記
念
日
の
仮
装
行
列
は
、
戦
前
に
も

行
わ
れ
て
い
た
（
高
村
直
助
「
開
港
記
念
日

の
変
更
」
横
浜
市
史
資
料
室
『
紀
要
』
第
一

号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。
ま
た
、
戦
後
、

横
浜
で
復
活
し
た
文
化
行
事
の
な
か
で
も
、

た
と
え
ば
一
九
四
六
年
九
月
一
五
日
の
伊
勢

佐
木
復
興
祭
で
行
わ
れ
た
復
興
祝
賀
行
進
や
、

一
九
四
七
年
八
月
三
〇
日
に
、
貿
易
復
興
祭

写真1　開港記念日の伊勢佐木町7丁目付近　1953（昭和28）年6月2日
　荘司幸一氏撮影　　　　　　　　　　　　　　　　　荘司一利家資料
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に
ち
な
ん
で
行
わ
れ
た
市
民
納
涼
仮
装
文
化

祭
な
ど
、
類
似
の
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
開
港
記
念
日
の
行
事
は
、
戦
中
・

戦
後
途
絶
え
て
い
た
が
、
一
九
五
〇
年
に
本

格
的
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年

に
は
、
旗
行
列
が
行
わ
れ
、
花
電
車
が
運
行

さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
人
々
を
集
め
た
。
翌

年
か
ら
、
名
称
も
「
み
な
と
祭
」
に
統
一
さ

れ
る
。
開
港
九
五
年
を
迎
え
る
一
九
五
三
年
、

横
浜
商
工
会
議
所
で
は
「
一
大
名
物
と
な
る

よ
う
な
行
事
」
を
企
画
す
る
こ
と
に
な
り
、

決
ま
っ
た
の
が
国
際
仮
装
行
列
で
あ
っ
た
。

前
年
の
平
和
条
約
発
効
に
よ
り
、
占
領
が

終
結
し
、
米
軍
施
設
の
返
還
と
復
興
へ
の
期

待
が
ふ
く
ら
ん
で
い
た
こ
と
も
、
背
景
に
あ

っ
た
。
そ
の
発
案
は
、
当
時
商
工
会
議
所
議

員
だ
っ
た
牧
野
勲
や
作
家
の
北
林
透
馬
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
毎
年
の
恒
例

行
事
と
な
り
、
今
年
二
〇
一
七
年
は
第
六
五

回
目
で
あ
っ
た
。

写
真
２
は
、
同
じ
く
一
九
五
三
年
の
七
月

一
六
日
に
、
荘
司
幸
一
氏
が
撮
影
し
た
伊
勢

佐
木
町
と
福
富
町
の
写
真
で
あ
る
。
伊
勢
佐

木
町
四
丁
目
の
建
物
の
上
か
ら
通
り
を
は
さ

ん
で
撮
影
し
た
も
の
で
、
手
前
に
増
築
建
設

中
の
松
喜
屋
と
そ
の
奥
に
米
軍
の
カ
マ
ボ
コ

兵
舎
群
が
望
め
る
。
こ
の
写
真
よ
り
前
一
九

五
〇
年
頃
に
、
お
そ
ら
く
同
じ
建
物
か
ら
カ

メ
ラ
マ
ン
奥
村
泰
宏
が
撮
影
し
た
ほ
ぼ
同
角

度
の
写
真
が
あ
る
（『
昭
和
の
横
浜
』
横
浜

市
史
資
料
室
、
二
〇
〇
九
年
所
収
）。
そ
れ
を

見
る
と
、
松
喜
屋
の
裏
の
増
築
部
分
（
若
葉

町
）
が
ま
だ
接
収
中
で
、
米
軍
の
駐
車
場
と

な
っ
て
い
た
。
返
還
さ
れ
て
、
増
築
工
事
を

始
め
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
の
横
浜
の
街
並
は
年

々
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
ち
な
み
に
、
福
富
町
の

カ
マ
ボ
コ
兵
舎
群
（
キ
ャ
ン
プ
・
コ
ウ
）
が

返
還
さ
れ
る
の
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
の
頃
ま
で
関
内
・
関

外
地
区
を
中
心
に
、
市
内
に
は
こ
う
し
た
カ

マ
ボ
コ
兵
舎
群
が
点
在
し
て
い
た
。

一
方
、
占
領
期
、
米
軍
の
街
と
化
し
て
い

た
横
浜
で
も
、
接
収
地
区
の
外
で
は
、
市
民

の
暮
ら
し
が
息
づ
い
て
い
た
。
米
軍
が
撮
影

し
た
写
真
の
中
に
も
、
そ
う
し
た
日
本
人
た

ち
の
様
子
を
と
ら
え
た
写
真
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
市
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
示

す
印
象
深
い
写
真
を
二
枚
紹
介
し
た
い
。
い

ず
れ
も
、
連
合
国
軍
の
進
駐
か
ら
間
も
な
い

一
九
四
五
年
九
月
に
、
焼
け
跡
で
暮
ら
す
日

本
人
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
場
所
は
横

浜
と
さ
れ
て
い
る
が
、
二
枚
と
も
目
印
に
な

る
建
物
が
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

写
真
３
は
、
焼
け
跡
で
の
散
髪
風
景
で
、

下
に
置
い
て
あ
る
道
具
類
を
見
る
と
本
格
的

な
の
で
、
お
そ
ら
く
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
た

散
髪
屋
が
露
天
で
営
業
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
写
真
４
は
、
焼
け
跡

に
た
た
ず
む
少
年
を
撮
影
し
た
も
の
だ
が
、

そ
の
穏
や
か
な
表
情
と
焼
け
跡
の
が
れ
き
の

対
照
が
、
た
い
へ
ん
印
象
的
で
あ
る
。
散
髪

屋
の
女
性
は
も
ん
ぺ
姿
、
少
年
も
戦
闘
帽
を

か
ぶ
っ
て
お
り
、
戦
時
中
の
面
影
を
残
し
て

い
る
。
焼
け
跡
の
な
か
で
、
戦
時
生
活
の
名

残
を
抱
え
な
が
ら
、
戦
後
の
暮
ら
し
が
始
ま

っ
て
い
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
写
真
で
あ
る
。

戦
後
横
浜
の
街
並

次
に
、
街
並
の
風
景
か
ら
紹
介
し
た
い
。

写
真
5
は
、
雪
の
日
の
桜
木
町
駅
で
あ
る
。

提
供
者
が
、
撮
影
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
九
五
一
年
二
月
一
四
日
か
ら
、
関
東
・
東

海
・
近
畿
・
四
国
の
各
地
は
、「
ま
れ
に
見

る
大
雪
に
襲
わ
れ
た
」（『
神
奈
川
新
聞
』
二

月
一
六
日
）。
各
地
で
停
電
と
な
り
、
交
通

機
関
も
麻
痺
し
た
。
関
東
で
は
、
夜
半
過
ぎ

大
暴
風
雪
と
な
っ
た
が
、
翌
朝
に
は
一
転
晴

れ
た
と
い
う
。
こ
の
写
真
は
、
ま
さ
に
そ
の

大
雪
の
翌
日
一
五
日
に
、
雪
の
残
る
桜
木
町

駅
舎
と
駅
前
を
、
お
そ
ら
く
市
電
乗
り
場
付

写真2　伊勢佐木町通りと福富町のカマボコ兵舎
　　  　1953（昭和28）年7月16日　荘司幸一氏撮影
� 荘司一利家資料
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●写真で見る横浜の戦後

近
か
ら
撮
影
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

桜
木
町
駅
は
、
市
内
各
地
に
向
か
う
市
電

と
バ
ス
の
拠
点
駅
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
が

乗
り
降
り
し
た
。
そ
の
様
子
を
と
ら
え
た
写

真
は
、
写
真
集
『
昭
和
の
横
浜
』
や
報
告
書

『
占
領
軍
の
い
た
街
』
に
掲
載
し
た
の
で
、

そ
ち
ら
も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

一
方
、
写
真
6
は
横
浜
駅
舎
（
東
口
）
で

あ
る
。
米
軍
に
勤
め
て
い
た
小
林
直
明
氏
が

撮
影
し
た
写
真
で
、
カ
ラ
ー
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム

で
撮
影
し
た
が
、
色
は
あ
せ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
よ
く
見
る
と
、
ひ
さ
し
の
上
に
「
Ｒ
Ｔ

Ｏ
」
の
文
字
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

米
軍
鉄
道
輸
送
事
務
所
の
略
称
で
あ
る
。
一

連
の
写
真
に
、
駅
前
の
日
本
貿
易
博
覧
会
案

内
所
が
写
り
込
ん
で
い
る
写
真
が
あ
り
、
一

九
四
九
年
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

占
領
期
間
中
、
連
合
国
軍
は
将
兵
と
家
族

が
乗
る
専
用
列
車
を
仕
立
て
、
こ
の
駅
舎
内

に
事
務
所
と
専
用
の
案
内
所
・
待
合
室
を
設

け
て
い
た
。
た
だ
し
、
実
際
に
米
軍
将
兵
ら

が
多
く
利
用
し
た
の
は
、
桜
木
町
駅
に
隣
接

す
る
貨
物
駅
だ
っ
た
東
横
浜
駅
と
も
い
わ
れ

る
（
河
原
匡
喜
『
連
合
軍
専
用
列
車
の
時
代
』

光
人
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。
横
浜
駅
は
日
本

人
と
連
合
国
軍
が
共
用
し
て
い
た
が
、
東
横

浜
駅
が
米
軍
の
専
用
駅
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
と
く
に
部
隊
単
位
の
移
動
の
場
合
は
、

東
横
浜
駅
を
利
用
し
た
よ
う
だ
。
米
軍
将
兵

ら
も
、
日
本
人
と
の
共
用
の
横
浜
駅
は
避
け

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
桜
木

町
駅
の
よ
う
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
ら
し
い
活
気

は
、
こ
の
写
真
か
ら
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

写
真
7
・
8
は
、
日
本
大
通
り
の
写
真
で

あ
る
。
写
真
7
は
、
米
軍
が
撮
影
し
た
写
真

で
、
ビ
ル
の
特
定
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

特
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
入
口
右
に
書
き

込
ま
れ
た194

と
い
う
番
号
と
、
横
浜
支
店

が
手
が
か
り
と
な
っ
た
。
番
号
は
米
軍
が
つ

け
た
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ナ
ン
バ
ー
で
は
な
い
か

と
考
え
、
横
浜
市
渉
外
部
の
接
収
関
係
の
資

料「
進
駐
軍
接
収
土
地
・
建
物
一
覧
表
」（
横

浜
市
史
資
料
室
所
蔵
）
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

194

は
台
湾
銀
行
横
浜
支
店
の
建
物
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

同
ビ
ル
は
、
戦
後
す
ぐ
に
接
収
さ
れ
、
米

第
八
軍
の
財
務
部
の
事
務
所
が
入
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
記
録

が
な
く
、
接
収
解
除
・
返
還
の
経
緯
は
不
明

で
あ
る
（「
米
第
八
軍
の
組
織
と
人
事
」『
横

浜
市
史
Ⅱ
』
資
料
編
１
付
録
、
横
浜
市
、
一

九
八
九
年
）。『
中
区
明
細
地
図　

昭
和
31
年

度
版
』（
経
済
地
図
社
、
一
九
五
六
年
八
月
）

を
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
横
浜
支
店
と
な

っ
て
お
り
、
外
国
財
産
と
し
て
扱
わ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。

写
真
8
は
小
林
直
明
氏
撮
影
写
真
で
、
日

本
大
通
り
を
は
さ
ん
で
、
お
そ
ら
く
横
浜
地

方
裁
判
所
の
建
物
か
ら
、
台
湾
銀
行
横
浜
支

店
と
日
綿
実
業
ビ
ル
（
日
本
綿
花
横
浜
支
店
）

方
面
を
写
し
て
い
る
。
奥
に
は
、
横
浜
公
園

球
場
の
照
明
が
見
え
る
。
台
湾
銀
行
横
浜
支

店
の
建
物
入
り
口
と
壁
面
の
黒
っ
ぽ
い
タ
イ

ル
の
様
子
が
、
写
真
7
と
一
致
す
る
。

米
軍
は
進
駐
当
初
、
日
本
独
特
の
地
番
の

付
け
方
に
と
ま
ど
い
、
建
物
の
特
定
に
便
利

な
よ
う
に
、
独
自
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ナ
ン
バ

ー
を
つ
け
た
。
こ
れ
は
、
後
に
米
軍
が
建
設

し
た
家
族
住
宅
に
も
つ
け
ら
れ
、
米
軍
の
シ

テ
ィ
ー
・
マ
ッ
プ
に
記
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。や

が
て
米
軍
の
調
達
制
度
（Procurem

ent　

D
em

and

、
Ｐ
Ｄ
）
が
整
え
ら
れ
て
い
く
に

し
た
が
い
、
接
収
土
地
・
建
物
の
管
理
は
、

日
米
共
通
に
Ｐ
Ｄ
ナ
ン
バ
ー
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ナ
ン
バ
ー
は
、

家
族
住
宅
以
外
は
使
わ
れ
な
く
な
る
。
代
わ

っ
て
、
主
要
な
ビ
ル
に
は
略
称
が
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
台
湾
銀
行
の

場
合
は
Ｂ
Ｔ
Ｂ
（Bank of T

aiw
an Bank

）、

横
浜
税
関
は
Ｃ
Ｂ
（Custom

s Building

）、
開

港
記
念
会
館
は
Ｍ
Ｅ
Ｈ
（M

em
orial H

all

）

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。占

領
と
米
軍
施
設
の
名

残
が
色
濃
い
戦
後
の
横
浜

で
も
、
横
浜
市
民
は
し
だ

い
に
暮
ら
し
を
取
り
戻
し

て
い
っ
た
。
米
軍
施
設
の

返
還
に
と
も
な
っ
て
、
街

並
の
再
建
も
進
む
。
こ
う

し
た
過
程
す
べ
て
が
、
独

特
の
戦
後
横
浜
を
形
づ
く

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

�

（
羽
田
博
昭
）

写真6	 米軍鉄道輸送事務所（ＲＴＯ）が入った横浜駅駅舎（東口）
	 1949（昭和24）年� 小林直明資料

写真7	 元台湾銀行横浜支店前に座り込む子どもたちと親
	 1945（昭和20）年9月
� 米国国立公文書館所蔵・福林徹氏提供

写真8　日本大通り　1949（昭和24）年頃
� 小林直明資料


